
は
じ
め
に

　

細
谷
俊
夫
は
白
梅
学
園
短
期
大
学
に
お
い
て
、
1
9
7
5（
昭
和

50
）年
1
月
か
ら
1
9
8
3（
昭
和
58
）年
3
月
ま
で
の
8
年
3
ヶ
月
、

3
期
に
わ
た
り
、
第
5
代
学
長
を
務
め
た
人
で
あ
る
。
今
日
ま
で
10

代
に
わ
た
る
歴
代
の
学
長
の
中
で
、
そ
の
在
任
期
間
は
第
8
代
学
長

で
あ
る
石
井
哲
夫
の
9
年
間
に
次
い
で
、
2
番
目
の
長
さ
で
あ
る
。

筆
者
が
在
学
し
て
い
た
当
時
の
学
長
と
い
う
縁
も
あ
り
、
僭
越
で
は

あ
る
が
、
そ
の
歩
み
、
ま
た
業
績
に
つ
い
て
、
紙
幅
が
許
す
中
で
紹

介
し
た
い
と
思
う
。

生
い
立
ち

　

1
9
7
0（
昭
和
45
）年
、
還
暦
記
念
と
し
て
出
版
さ
れ
た『
牛
歩

38
年
』（
細
谷
俊
夫
先
生
還
暦
記
念
会
発
行
）に
よ
れ
ば
、
細
谷
は
、

1
9
0
9（
明
治
42
）年
8
月
29
日
、
東
京
府
北
多
摩
郡
清
瀬
村
字
下

宿（
現
清
瀬
市
）に
て
、
父
細
谷
代
助
、
母
ヒ
テ
の
長
男
と
し
て
生
ま

れ
た
。
ち
ょ
う
ど
、
伊
藤
博
文
が
ハ
ル
ビ
ン
駅
頭
で
暗
殺
さ
れ
た

年
で
あ
る
。
父
は
小
学
校
教
員
で
あ
り
、
そ
の
関
係
も
あ
っ
て
か
、

白
梅
学
園
の
先
駆
者
た
ち
⑰

白
梅
学
園
短
期
大
学
教
授
　
師
岡
　
章

細
谷 

俊
夫

　
―
戦
後
教
育
学
界
の
権
威
―
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1
9
1
6（
大
正
5
）年
、
7
歳
の
時
に
、
東
京
府
豊
多
摩
郡
渋
谷
町

下
渋
谷（
現
渋
谷
区
）へ
。
そ
し
て
、
1
9
2
1（
大
正
10
）年
、
12
歳

の
時
に
、
東
京
府
北
豊
島
郡
西
巣
鴨
町
池
袋（
現
豊
島
区
）に
転
居
し

て
い
る
。
小
学
校
も
、
当
初
、
東
京
府
豊
多
摩
郡
渋
谷
町
立
長
谷
戸

尋
常
小
学
校
に
入
学
す
る
が
、
6
年
次
に
東
京
府
北
豊
島
郡
西
巣
鴨

第
二
尋
常
小
学
校
に
転
校
す
る
。
な
お
、
こ
の
西
巣
鴨
第
二
尋
常
小

学
校
で
は
、
細
谷
自
身
が「
生
涯
の
師
、
長
谷
川
駒
吉
先
生
の
薫
陶

を
受
け
る
」（『
牛
歩
38
年
』2
7
3
頁
）と
述
べ
る
出
会
い
が
あ
っ
た
。

こ
の
長
谷
川
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
大
学
卒
業
後
、
社
会
人
と
し

て
初
め
て
勤
務
し
た
小
学
校
の
校
長
で
も
あ
っ
た
。
お
そ
ら
く
、
そ

れ
は
偶
然
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
。細
谷
が
教
育
を
志
し
た
背
景
に
は
、

父
の
影
響
と
と
も
に
、長
谷
川
の
影
響
が
大
き
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

そ
の
後
、
1
9
2
2（
大
正
11
）年
、
13
歳
で
東
京
府
立
第
六
中
学

校（
現
都
立
新
宿
高
校
）に
入
学
。
1
9
2
6（
大
正
15
）年
、17
歳
で
、

官
立
の
旧
制
浦
和
高
等
学
校
文
科（
戦
後
、
埼
玉
大
学
に
包
括
）に
入

学
し
た
。
そ
し
て
、
1
9
2
9（
昭
和
4
）年
、
20
歳
で
東
京
帝
国
大

学
文
学
部
教
育
学
科
に
入
学
し
、
本
格
的
に
教
育
学
を
学
ぶ
こ
と
と

な
っ
た
。

教
育
現
場
の
世
界
へ

　

東
京
帝
国
大
学
在
学
中
で
あ
っ
た
1
9
3
1（
昭
和
6
）年
、
細
谷

は「
明
治
時
代
に
お
け
る
我
国
の
郷
土
地
理
教
育
」と
題
し
た
初
の
論

稿
を『
教
育
思
潮
研
究
』第
5
巻
第
3
集
に
発
表
し
て
い
る
。
ま
た
、

同
大
学
を
23
歳
で
卒
業
し
た
1
9
3
2（
昭
和
7
）年
に
は
、「
教
育

と
環
境
の
問
題
」を
テ
ー
マ
に
取
り
組
ん
だ
卒
業
論
文
を
加
筆
し
、

主
任
教
授
吉
田
熊
次
の
世
話
の
下
、
初
の
著
作
と
な
る『
教
育
環
境

学
』を
目
黒
書
店
か
ら
出
版
し
て
い
る
。
な
お
、
卒
業
す
る
年
の
1

月
に
は
第
一
次
上
海
事
変
が
起
こ
っ
て
お
り
、
社
会
は
す
で
に
重
苦

し
い
空
気
に
包
ま
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
中
、
細
谷
は
卒
業
論
文
の

テ
ー
マ
設
定
に
つ
い
て
、「
人
間
と
環
境
と
が
相
互
に
規
定
し
あ
う

関
係
に
つ
い
て
、
自
分
な
り
の
考
え
方
を
も
つ
こ
と
を
迫
っ
て
い
た

当
時
の
緊
迫
し
た
環
境
が
、
無
意
識
的
に
そ
う
さ
せ
た
の
か
も
知
れ

な
い
」（
前
掲
書
、
2
5
4
頁
）と
回
想
し
て
い
る
。
細
谷
は
、
そ
の

後
の
研
究
活
動
に
お
い
て
、
時
宜
に
か
な
っ
た
教
育
問
題
に
コ
ミ
ッ

ト
し
て
い
く
が
、
そ
の
一
端
が
垣
間
見
え
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
言
え
よ

う
。
こ
の
よ
う
に
、
若
き
頃
よ
り
、
教
育
学
研
究
に
対
し
、
類
い
稀

な
る
才
能
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

た
だ
、
大
学
卒
業
直
後
、
最
初
に
得
た
職
は
、
東
京
府
豊
多
摩
郡

淀
橋
第
四
尋
常
小
学
校（
現
新
宿
区
立
淀
橋
第
四
小
学
校
）の
代
用
教

員
で
あ
っ
た
。
細
谷
に
よ
れ
ば
、「
東
京
と
い
っ
て
も
当
時
は
ま
だ

郡
部
で
、
ご
み
ご
み
し
た
小
住
宅
や
零
細
工
場
が
立
ち
並
ん
で
い
る

場
末
の
学
校
だ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
職
員
の
構
成
な
ど
も
決
し
て
よ

い
と
は
い
え
ず
、『
尋
正
』と
よ
ぶ
一
段
格
の
低
い
先
生
が
多
か
っ

た
」（
前
掲
書
、
2
5
9
頁
）よ
う
な
小
学
校
で
あ
っ
た
。
ち
な
み
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に
、「
尋
正
」（
一
般
に
は「
尋
本
正
」と
呼
ば
れ
る
）と
は
、
小
学
校

の
本
科
正
教
員（
い
わ
ゆ
る「
小
本
正
」）よ
り
も
一
段
階
劣
る
尋
常
小

学
校
の
本
科
正
教
員
の
資
格
の
こ
と
で
あ
る
。
高
等
小
学
校
の
教
員

に
も
な
れ
る「
小
本
正
」の
有
資
格
者
の
大
半
は
師
範
学
校
本
科
の
卒

業
者
で
あ
っ
た
が
、
尋
常
科
の
み
し
か
担
当
で
き
な
い「
尋
本
正
」の

場
合
、
師
範
学
校
の
簡
易
科
卒
や
教
員
の
検
定
試
験
の
合
格
者
が
大

半
で
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
、
必
ず
し
も
恵
ま
れ
て
い
る
職
場
と
は
言
い
難
い
尋
常

小
学
校
に
帝
大
卒
の
細
谷
が
着
任
し
た
の
は
、
前
述
し
た
通
り
、
小

学
校
時
代
か
ら
の
恩
師
、
長
谷
川
が
同
校
の
校
長
を
し
て
い
た
か
ら

で
あ
ろ
う
。
細
谷
は
、
1
9
3
3（
昭
和
8
）年
か
ら
同
小
学
校
の
訓

導
と
な
り
、
翌
1
9
3
4（
昭
和
9
）年
ま
で
勤
務
し
た
が
、
そ
の
中

で
、
熱
心
に
教
育
実
践
と
そ
の
研
究
に
従
事
し
た
。
特
に
、
研
究
活

動
に
つ
い
て
は
、
長
谷
川
が「
小
学
校
教
員
と
し
て
ま
と
も
な
資
格

を
も
っ
て
い
な
か
っ
た
筆
者
に
は
、
東
京
市
が
考
案
し
た
算
数
と
国

語
の
教
育
測
定
を
手
懸
か
り
に
、学
習
指
導
の
研
究
を
命
じ
た
」（
前

掲
書
、
2
5
9
頁
）こ
と
が
刺
激
と
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
細
谷
は
、

こ
れ
ら
の
テ
ー
マ
を
同
僚
教
員
と
と
も
に
共
同
で
研
究
し
、
そ
れ
ぞ

れ「
算
術
科
学
習
指
導
根
本
問
題
の
吟
味
」「
読
方
科
学
習
指
導
の
検

討
」と
題
し
て
資
料
に
ま
と
め
、
公
開
研
究
会
時
に
発
表
し
た
。
そ

れ
ら
は
、
細
谷
自
身
が「
い
ず
れ
も
そ
の
当
時
の
職
員
一
同
が
精
魂

こ
め
た
実
践
の
記
録
で
あ
る
」（
前
掲
書
、
2
6
0
頁
）と
述
べ
る
よ

う
に
、
実
践
の
事
実
に
基
づ
き
、
実
践
の
改
善
に
資
す
る
研
究
で
あ

っ
た
。
教
育
学
の
中
で
も
、
実
践
に
直
結
す
る
教
育
方
法
に
関
心
を

持
ち
続
け
た
細
谷
の
原
点
と
な
っ
た
研
究
成
果
と
も
言
え
よ
う
。

本
格
的
な
学
究
生
活
へ
の
転
進

　

1
9
3
5（
昭
和
10
）年
、
細
谷
は
愛
知
県
岡
崎
師
範
学
校（
戦
後
、

愛
知
教
育
大
学
に
包
括
）の
講
師
と
な
り
、岡
崎
市
に
移
る
。そ
し
て
、

翌
年
に
は
、
東
京
帝
国
大
学
の
助
手
と
な
り
、
東
京
に
戻
る
。
同
時

に
、
日
本
大
学
、
千
代
田
女
子
専
門
学
校（
現
武
蔵
野
女
子
大
学
）の

講
師
も
兼
ね
る
。
小
学
校
教
員
か
ら
大
学
教
員
に
転
進
し
、
本
格
的

に
教
育
学
研
究
に
打
ち
込
む
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

　

こ
の
頃
か
ら
、
ド
イ
ツ
の
産
業
教
育
学
に
関
心
を
抱
き
、

1
9
3
7（
昭
和
12
）年
に
は
、『
職
業
教
育
』5
月
号
に「
ド
イ
ツ
に

お
け
る
実
科
学
校
の
誕
生
」、
同
6
月
号
に「
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
ー
と
フ

ェ
レ
ン
ベ
ル
ク
」を
発
表
。
続
い
て
、
1
9
3
8（
昭
和
13
）年
に
は
、

『
教
育
』12
月
号
に「
経
済
政
策
の
文
化
的
側
面
―
ド
イ
ツ
の
第
二
次

四
ヶ
年
計
画
と
学
校
教
育
」、
そ
し
て
、
1
9
3
9（
昭
和
14
）年
に

は『
教
育
学
論
叢
』（
吉
田
熊
次
先
生
記
念
論
文
集
）に「
第
十
八
世
紀

に
於
け
る
ド
イ
ツ
の
実
業
教
育
」な
ど
、
精
力
的
に
論
稿
を
発
表
し

て
い
る
。

　

ま
た
、
東
京
帝
国
大
学
の
助
手
と
な
っ
た
1
9
3
6（
昭
和
11
）年

4
月
に
は
、
同
大
学
の
教
授
で
あ
り
、
当
時
、
教
育
学
界
の
重
鎮
で
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あ
っ
た
入
沢
宗
寿
の
長
女
伊
都
子
と
結
婚
。
東
京
市
豊
島
区
池
袋
に

て
、
両
親
と
同
居
し
、
新
婚
生
活
を
始
め
る
。
時
に
27
歳
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
1
9
3
7（
昭
和
12
）年
に
は
長
女
泰
子
、
1
9
3
8（
昭
和

13
）年
に
は
次
女
邦
子
が
生
ま
れ
て
い
る
。
な
お
、
細
谷
は
子
宝
に
恵

ま
れ
、
1
9
4
0（
昭
和
15
）年
に
三
女
典
子
、
1
9
4
3（
昭
和
18
）

年
に
四
女
克
子
、
1
9
4
7（
昭
和
22
）年
に
長
男
俊
造
と
五
女
明
子
、

1
9
4
9（
昭
和
24
）年
に
六
女
芳
子
と
、
一
男
六
女
を
も
う
け
た
。

　

1
9
4
0（
昭
和
15
）年
、
31
歳
で
細
谷
は
東
京
帝
国
大
学
文
学
部

の
講
師
と
な
り
、「
学
級
論
」の
講
義
と「
技
術
教
育
」の
演
習
を
担
当

す
る
。
翌
1
9
4
1（
昭
和
16
）に
は
、
東
京
女
子
大
学
の
講
師
を
兼

務
す
る
と
と
も
に
、
日
本
出
版
文
化
協
会
文
化
局
の
嘱
託
と
な
り
、

児
童
の
読
書
調
査
な
ど
も
行
っ
て
い
る
。
1
9
4
4（
昭
和
19
）年
に

は
、
2
冊
目
の
単
著
と
な
る『
技
術
教
育
』を
目
黒
書
店
か
ら
出
版
し

た
。
ま
た
、
東
京
帝
国
大
学
の
講
師
と
な
っ
た
1
9
4
0（
昭
和
15
）

年
に
は
、
両
親
の
家
か
ら
も
独
立
し
、
豊
島
区
長
崎
3
丁
目
に
転
居

し
て
い
る
。
公
私
と
も
に
本
格
的
に
自
立
し
た
時
期
と
言
え
よ
う
。

戦
時
下
の
生
活

　

し
か
し
、
順
風
満
帆
に
見
え
た
生
活
も
、
戦
争
の
激
化
に
と
も
な

い
、
様
々
な
試
練
に
出
会
う
こ
と
と
な
る
。
1
9
4
4（
昭
和
19
）年

に
は
、
家
族
を
埼
玉
県
入
間
郡
三
芳
村（
現
三
芳
町
）の
実
父
の
実
家

に
疎
開
さ
せ
た
。
3
ヶ
月
ほ
ど
で
い
っ
た
ん
引
き
上
げ
さ
せ
、
板
橋

区
大
谷
口
町
に
て
同
居
す
る
が
、
同
年
3
月
に
は
激
化
す
る
空
襲
を

避
け
る
た
め
、
再
び
家
族
を
鳥
取
県
日
野
郡
日
野
上
村（
現
日
南
町
）

に
あ
る
親
戚
の
家
に
疎
開
さ
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
同

年
5
月
に
は
、
実
父
、
及
び
義
父
を
立
て
続
け
に
病
気
に
て
亡
く
し

て
し
ま
う
。
妻
や
幼
い
わ
が
子
と
離
れ
て
暮
ら
す
寂
し
さ
、
そ
し
て

父
の
死
と
、
度
重
な
る
哀
し
き
出
来
事
に
、
さ
ぞ
心
を
痛
め
た
こ
と

だ
ろ
う
。

　

ま
た
、
こ
の
間
の
研
究
活
動
も
、
1
9
4
2（
昭
和
17
）年
頃
か
ら

工
業
青
年
教
育
研
究
会
の
メ
ン
バ
ー
と
な
り
、
工
業
青
年
の
教
育
問

題
に
か
か
わ
る
な
ど
、
戦
時
色
の
強
い
も
の
と
な
っ
て
い
っ
た
。
ち

な
み
に
工
業
青
年
教
育
研
究
会
は
、
1
9
4
2（
昭
和
17
）年
に『
徴

用
工
員
の
教
育
問
題
』を
刊
行
す
る
な
ど
、
国
家
総
動
員
法
に
基
づ

く
国
民
徴
用
令
に
よ
っ
て
始
ま
っ
た
徴
用
制
度（
国
民
を
軍
需
産
業

に
労
働
力
と
し
て
動
員
す
る
制
度
）遂
行
の
一
翼
を
担
う
も
の
と
な

っ
て
い
っ
た
。
こ
う
し
た
中
、
1
9
4
4（
昭
和
19
）年
に
は
上
村
福

幸
東
京
帝
大
教
授
を
チ
ー
フ
と
す
る
勤
労
管
理
教
育
の
研
究
に
も
参

画
し
、
空
襲
下
を
長
崎
造
船
、
三
池
炭
鉱
、
八
幡
製
鉄
な
ど
の
調
査

も
行
っ
て
い
る
。

新
教
育
時
代
の
活
動

　

終
戦
後
の
1
9
4
6（
昭
和
21
）年
、
細
谷
は
、
前
年
4
月
に
全
国

4
番
目
の
官
立
高
等
師
範
学
校
と
し
て
設
立
さ
れ
た
岡
崎
高
師（
戦
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後
、
名
古
屋
大
学
に
包
括
）の
講
師
と
な
っ
た
。
同
年
4
月
に
実
母

が
病
死
し
た
こ
と
も
あ
り
、
鳥
取
か
ら
家
族
を
、
そ
し
て
東
京
か
ら

弟
卓
郎（
東
大
農
学
部
学
生
）と
妹
和
子（
東
京
女
子
大
学
生
）を
呼
び

寄
せ
、
愛
知
県
豊
川
市
牛
久
保
町
に
転
居
し
た
。
た
だ
、
残
念
な
が

ら
、
同
年
12
月
に
は
弟
卓
郎
を
、
1
9
4
9（
昭
和
24
）年
3
月
に
は

妹
和
子
を
そ
れ
ぞ
れ
病
気
で
亡
く
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
時
代
は
そ
う
し
た
哀
し
み
に
浸
る
間
も
な
い
ほ
ど
、
大

き
な
変
化
を
示
し
て
い
た
。
特
に
教
育
界
で
は
、
戦
前
の
教
育
が
全

面
否
定
さ
れ
、
民
主
主
義
の
名
の
も
と
、
新
し
い
教
育
運
動
が
巻
き

起
こ
っ
て
い
た
。
1
9
4
6（
昭
和
21
）年
の
年
末
に
は
岡
崎
高
師
の

教
授
と
な
っ
て
い
た
細
谷
も
、
そ
う
し
た
新
た
な
息
吹
に
応
え
よ
う

と
、
愛
知
県
下
の
多
く
の
学
校
を
巡
り
、
新
教
育
に
関
す
る
講
演
を

行
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
1
9
4
8（
昭
和
23
）年
、
戦
後
の
学
制
改

革
に
と
も
な
い
、
岡
崎
高
師
に
も
大
学
建
設
部
が
設
け
ら
れ
た
。
こ

の
新
制
度
へ
の
移
行
の
労
も
、
細
谷
が
担
う
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
し

て
、
1
9
4
9（
昭
和
24
）年
、
国
立
学
校
設
置
法
の
制
定
に
と
も
な

い
、
名
古
屋
大
学
が
新
制
大
学
と
し
て
改
組
さ
れ
た
際
に
は
、
細
谷

の
尽
力
も
あ
り
、
教
育
学
部
が
創
設
さ
れ
た
。
同
年
、
40
歳
と
な
っ

た
細
谷
も
教
育
学
部
の
教
授
と
な
り
、「
教
育
原
論
」や「
教
育
史
」を

担
当
し
た
。
1
9
5
0（
昭
和
25
）年
、
教
育
学
部
に
一
挙
に
8
講
座

が
新
設
さ
れ
た
際
に
は
、
依
田
新
、
重
松
鷹
泰
と
共
に
、
人
事
に
奔

走
し
た
と
も
い
う
。

　

こ
う
し
た
中
、
1
9
4
7（
昭
和
22
）年
に
は
、
七
里
公
章
ら
と
共

編
で『
新
教
育
の
設
計
』を
新
教
育
研
究
会
か
ら
刊
行
し
、
そ
の
中
で

細
谷
は「
社
会
科
教
育
論
」を
担
当
し
た
。
ま
た
、
1
9
5
2（
昭
和

27
）年
に
は
3
冊
目
と
な
る
単
著『
近
代
社
会
の
教
育
』と
、
青
木
誠

四
郎
、
宗
像
誠
也
と
の
共
編
で『
教
育
科
学
辞
典
』を
朝
倉
書
店
か
ら

刊
行
す
る
な
ど
、精
力
的
に
新
教
育
に
呼
応
し
た
論
稿
も
発
表
し
た
。

教
育
学
界
の
中
心
へ

　

名
古
屋
大
学
教
育
学
部
が
正
式
に
授
業
を
開
始
し
た
翌
1
9
5
2

（
昭
和
27
）年
、
43
歳
で
細
谷
は
東
京
大
学
教
育
学
部
に
転
任
し
、
教

授
と
し
て「
教
育
方
法
」を
担
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
当
初
、
文

京
区
向
丘
弥
生
町（
現
弥
生
町
）の
義
母
宅
に
同
居
し
て
い
た
が
、

1
9
5
3（
昭
和
28
）年
に
北
多
摩
郡
久
留
米
村（
現
東
久
留
米
市
）に

住
宅
を
新
築
し
、
転
居
し
た
。

　

東
京
大
学
転
任
後
は
、
学
内
外
に
わ
た
っ
て
目
覚
ま
し
い
活
躍

を
見
せ
る
。
ま
ず
、
学
内
に
お
い
て
は
、
1
9
5
5（
昭
和
30
）年

か
ら
1
9
5
8（
昭
和
33
）年
ま
で
、
教
育
学
部
附
属
中
・
高
校
長
。

1
9
5
9（
昭
和
34
）年
か
ら
1
9
6
1（
昭
和
36
）年
ま
で
、
教
育

学
部
長
。
ま
た
、
東
京
大
学
評
議
員
も
1
9
6
3（
昭
和
38
）年
と

1
9
6
6（
昭
和
41
）年
、
1
9
6
7（
昭
和
42
）の
計
3
期
務
め
た
。

こ
う
し
た
功
績
に
よ
り
、
1
9
7
0（
昭
和
45
）年
、
61
歳
で
定
年
退

職
し
た
後
は
、
名
誉
教
授
の
称
号
を
得
て
い
る
。
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次
に
、
学
外
に
お
い
て
は
、
1
9
5
4（
昭
和
29
）年
、
文
部
省
の

教
育
課
程
審
議
会
の
委
員
就
任
を
皮
切
り
に
、
断
続
的
に
同
審
議
会

の
委
員
を
務
め
、
小
・
中
・
高
の
教
育
課
程
の
改
訂
に
参
加
し
た
。

1
9
5
8（
昭
和
33
）年
に
は
、
同
省
の
中
学
校
技
術
・
家
庭
科
小
委

員
会
の
委
員
長
と
し
て
、
新
設
さ
れ
た
技
術
科
の
指
導
要
領
作
成
に

携
わ
る
。
ま
た
、
1
9
6
1（
昭
和
36
）年
か
ら
1
9
6
3（
昭
和
38
）

年
ま
で
、
同
省
の
教
育
職
員
養
成
審
議
会
の
委
員
と
し
て
も
活
躍
し

た
。
さ
ら
に
、
1
9
6
0（
昭
和
35
）年
に
は
、
経
済
企
画
庁
の
経

済
審
議
会
専
門
委
員
と
し
て『
経
済
発
展
に
お
け
る
人
的
能
力
開
発

の
課
題
と
対
策
』の
答
申
作
成
な
ど
に
も
か
か
わ
っ
て
い
る
。
一
方
、

民
間
レ
ベ
ル
で
は
1
9
5
3（
昭
和
28
）年
か
ら
、
朝
日
新
聞
社
が
主

催
す
る
健
康
優
良
学
校
児
童
表
彰
会
の
中
央
審
査
委
員
を
務
め
た
。

学
会
活
動
に
つ
い
て
も
精
力
的
に
取
り
組
み
、
1
9
5
8（
昭
和
33
）

年
に
は
、
大
嶋
三
男
、
上
滝
孝
治
郎
、
宮
田
丈
夫
、
宮
坂
哲
文
ら
と

教
育
経
営
学
会
、
ま
た
1
9
5
9（
昭
和
34
）年
に
は
、
桐
原
葆
見
と

共
に
日
本
産
業
教
育
学
会
を
そ
れ
ぞ
れ
創
設
し
て
い
る
。
日
本
教
育

学
会
に
お
い
て
も
、
1
9
5
9（
昭
和
34
）年
か
ら
1
9
6
3（
昭
和

38
）年
ま
で
の
4
年
2
期
に
わ
た
り
、
初
代
の
事
務
局
長
を
務
め
た

後
、
1
9
7
9（
昭
和
54
）年
か
ら
は
2
年
間
に
わ
た
り
、
会
長
不
在

の
も
と
会
長
代
理
、
会
長
代
行
職
も
務
め
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
東
京
大
学
転
任
後
は
、
ま
さ
に
教
育
界
の
中
央
に

て
活
動
し
、
も
て
る
力
を
存
分
に
発
揮
し
つ
つ
、
教
育
界
発
展
の
一

翼
を
担
っ
た
の
で
あ
る
。東
京
大
学
を
定
年
退
職
し
た
1
9
7
0（
昭

和
45
）年
に
は
、
立
教
大
学
文
学
部
に
転
任
。
そ
し
て
、
冒
頭
に
記

し
た
よ
う
に
、
そ
の
5
年
後
に
は
、
本
学
短
期
大
学
の
学
長
と
な
っ

た
わ
け
で
あ
る
。

　

学
長
退
任
後
は
、
埼
玉
県
入
間
郡
名
栗
村
下
名
栗（
現
飯
能
市
）に

新
居
を
設
け
、
転
居
。
そ
し
て
、
2
0
0
5（
平
成
17
）年
5
月
16
日

に
95
歳
で
世
を
去
る
こ
と
と
な
る
。

教
育
学
研
究
の
功
績

　

細
谷
は
、
1
9
6
0（
昭
和
35
）年
、
岩
波
書
店
か
ら
4
冊
目
の
単

著
と
な
る『
教
育
方
法
』を
刊
行
し
た
。1
9
6
9（
昭
和
44
）年
に
は
、

研
究
の
進
展
、
特
に
教
授
メ
デ
ィ
ア
の
問
題
を
書
き
加
え
て
第
二
版

（
現
在
は
第
四
版
ま
で
改
訂
）を
刊
行
し
た
が
、
同
書
の
著
書
紹
介
の

欄
に
は
、
自
身
の
専
攻
と
し
て
教
育
方
法
と
産
業
教
育
の
二
つ
が
あ

げ
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
う
ち
、
本
学
と
も
関
連
が
深
い
教
育
方
法
に
つ
い
て
、
そ
の

業
績
を
概
観
し
て
み
る
と
、
第
一
は
、
逸
早
く
教
育
方
法
に
注
目

し
、
研
究
的
な
枠
組
み
を
整
理
し
た
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
前
述

し
た『
教
育
方
法
』に
お
い
て
、「
学
校
教
育
に
関
す
る
か
ぎ
り
の
技

術
的
な
問
題
を
一
括
し
て
、
教
育
方
法
と
呼
ぶ
」（
V
頁
）と
明
確
に

定
義
づ
け
た
上
で
、「
そ
の
中
心
的
地
位
を
占
め
る
も
の
が
教
授
な

い
し
学
習
指
導
で
あ
る
こ
と
は
、
学
校
教
育
の
実
態
か
ら
見
て
当
然
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た
だ
、細
谷
の
教
育
方
法
学
は
教
授
論
の
域
を
出
な
い
面
も
あ
る
。

そ
れ
は
、
当
時
の
学
問
状
況
か
ら
見
れ
ば
致
し
方
な
い
も
の
で
あ
ろ

う
。
今
後
、
本
学
も
、
細
谷
が
残
し
た
研
究
成
果
を
踏
ま
え
つ
つ
、

「
授
業
研
究
」あ
る
い
は「
実
践
研
究
」と
い
う
視
点
や
、
新
た
な
研
究

方
法
を
積
極
的
に
採
用
し
、
実
践
に
寄
与
す
る
教
育
方
法
の
研
究
を

展
開
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

白
梅
と
の
か
か
わ
り

　
『
樋
口
愛
子
先
生
追
悼
録
』に
掲
載
さ
れ
た「
回
想
」に
よ
れ
ば
、
細

谷
は
1
9
6
6（
昭
和
41
）年
、
短
大
の
教
養
科
設
置
の
実
地
審
査
の

た
め
、
文
部
省
の
大
学
設
置
審
議
会
の
専
門
委
員
と
し
て
本
学
を
訪

問
し
た
の
が
初
め
て
の
接
点
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る（
14
頁
）。
当
時

の
樋
口
愛
子
学
長
と
も
、
そ
の
時
が
初
対
面
で
あ
っ
た
が
、
流
暢
な

話
し
ぶ
り
に
好
印
象
を
も
っ
た
よ
う
だ
。
お
そ
ら
く
、
樋
口
も
細
谷

に
敬
愛
の
念
を
抱
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
両
者
が
良
好
な
関
係
を
築
い

て
い
っ
た
こ
と
は
、
そ
の
後
、
教
養
科
の
2
期
生
と
し
て
細
谷
の
六

女
芳
子
が
入
学
し
た
こ
と
か
ら
も
分
か
る
。

　

そ
の
た
め
、
樋
口
が
倒
れ
、
後
任
を
探
し
て
い
た
際
に
、
真
っ
先

に
名
前
が
あ
が
っ
た
の
も
細
谷
で
あ
っ
た
。
後
に
理
事
長
と
な
り
、
当

時
、
学
長
人
選
の
先
頭
に
立
っ
て
い
た
鈴
木
三
男
吉
に
よ
れ
ば
、
樋

口
の
病
中
、
す
で
に
細
谷
を
理
事
と
し
て
迎
え
る
こ
と
は
了
解
さ
れ

て
い
た
が
、
1
9
7
4（
昭
和
49
）年
10
月
、
樋
口
の
逝
去
に
と
も
な
い
、

な
こ
と
で
あ
る
」（
V
頁
）と
述
べ
て
い
る
。
こ
う
し
た
枠
組
み
の
提

示
が
、
そ
の
後
の
教
育
方
法
研
究
の
方
向
性
を
定
め
る
こ
と
と
な
っ

た
。
1
9
6
4（
昭
和
39
）年
に
は
日
本
教
育
方
法
学
会
も
設
立
さ
れ

る
が
、細
谷
の
提
示
は
、ま
さ
に
、そ
の
先
駆
け
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

第
二
は
、
旧
ソ
連
や
旧
東
ド
イ
ツ
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
な
ど
の
東
欧
諸

国
の
教
授
論
を
積
極
的
に
学
ぶ
こ
と
を
説
い
た
こ
と
で
あ
る
。
代
表

的
な
も
の
は
、
1
9
5
9（
昭
和
34
）年
、
大
橋
靖
夫
と
の
共
訳
で
明

治
図
書
か
ら
刊
行
し
た『
オ
コ
ン
教
授
過
程
』で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、

そ
れ
以
前
か
ら
雑
誌
上
で
は
、
し
は
し
ば
オ
コ
ン
の
教
授
過
程
論
な

ど
、東
欧
の
新
し
い
理
論
は
紹
介
し
て
い
た
。
例
え
ば
、1
9
5
7（
昭

和
32
）年
、
雑
誌『
教
育
』（
第
57
巻
第
8
号
）に
発
表
し
た「
教
授
法
の

系
譜
」で
は
、東
独
の
新
教
育
が
子
ど
も
の
自
己
活
動
を
重
視
す
る
中
、

教
授
の
言
語
主
義
、
記
憶
主
義
を
批
判
的
に
検
討
し
た
上
で
、
そ
の

自
己
活
動
を
子
ど
も
の
自
由
意
志
に
任
せ
る
こ
と
な
く
、
丁
寧
な
計

画
に
基
づ
く
、
明
確
な
目
的
を
意
識
し
た
教
授
の
中
で
生
か
す
こ
と

を
強
調
し
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
1
9
6
8（
昭

和
43
）年
に
は
、
全
国
授
業
研
究
協
議
会
の
砂
沢
喜
代
治
、
大
橋
靖
夫
、

小
川
太
郎
と
協
力
し
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
オ
コ
ン
教
授
を
招
き
、
各

地
で
講
演
も
実
施
し
た
。
こ
う
し
た
試
み
に
つ
い
て
、
船
山
謙
次
も

『
続　

戦
後
日
本
教
育
論
争
史
』（
東
洋
館
出
版
社
，
1
9
6
0
）に
お

い
て「
日
本
の
教
授
学
研
究
に
大
き
な
貢
献
を
も
た
ら
す
も
の
と
い
わ

ね
ば
な
ら
な
い
」（
4
1
5
頁
）と
高
く
評
価
し
て
い
る
。
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学
長
職
を
打
診
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
。
鈴
木
の
熱
心
な
説
得

も
あ
り
、
翌
11
月
に
、
細
谷
は「
立
教
大
学
の
任
期
も
あ
り
、
1
月
か

ら
3
月
ま
で
は
兼
務
と
い
う
か
た
ち
で
よ
け
れ
ば
」と
快
諾
し
た
。

　

学
長
就
任
後
は
、
学
生
増
と
新
校
舎（
E
棟
）の
竣
工
、
白
梅
保
育

園
の
設
立
、
短
大
二
十
五
周
年
記
念
事
業
の
推
進
等
を
手
が
け
、
短

大
の
改
革
・
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
。
こ
の
う
ち
、
白
梅
保
育
園
の
設

立
に
際
し
て
は
、
初
代
の
理
事
長
も
務
め
た
。
な
お
、
鈴
木
に
よ
れ

ば
、
同
園
を
運
営
す
る
社
会
福
祉
法
人
の
名
称
が
、
学
園
創
設
者
の

家
名
を
入
れ
た「
小
松
福
祉
会
」と
な
っ
た
の
は
、
細
谷
の
主
張
が
大

き
く
影
響
し
た
そ
う
で
あ
る
。
こ
う
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら
も
わ
か

る
よ
う
に
、
細
谷
は
、
本
学
園
の
歴
史
を
尊
重
す
る
中
で
大
学
運
営

を
進
め
た
。
ま
た
、
理
事
・
教
員
・
学
生
の
代
表
に
よ
る
三
者
懇
談

会
の
発
足
に
も
理
解
を
示
し
た
。
そ
の
姿
勢
は
、
恩
師
で
あ
る
長
谷

川
校
長
が
体
現
し
た
平
等
な
学
校
運
営
と
重
な
る
も
の
で
あ
り
、
か

つ
ま
た
、
本
学
の
建
学
の
精
神
で
も
あ
る
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
と
も
相

通
ず
る
も
の
で
あ
る
。
本
学
に
と
っ
て
も
誇
り
と
し
て
、
語
り
継
が

ね
ば
な
ら
な
い
人
物
で
あ
ろ
う
。

　

謝
辞
…
本
稿
を
執
筆
す
る
に
あ
た
り
、
当
時
を
知
る
本
学
園
の
教

職
員
の
方
々
か
ら
様
々
な
情
報
を
い
た
だ
い
た
。
特
に
、

鈴
木
三
男
吉
元
理
事
長
か
ら
は
、
当
時
の
貴
重
な
話
を
聞

く
こ
と
が
出
来
た
。
深
謝
申
し
上
げ
る
。
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